
































































































































































2010年12月  東北新幹線 八戸～新青森間 開業 （東北新幹線全線開業） 
2012年6月 北海道新幹線 新函館（仮称）～札幌間 工事実施計画認可 





2014年11月 北海道新幹線 新青森～新函館北斗間 レール締結














路線名 区間 営業キロ（km） 特急料金（円） 北海道新幹線料金
に対する割合（％）
北海道 新青森～新函館北斗 148.8 3,930 ―
東海道 東京～新富士 146.2 2,480 63.1
山陽 新山口～博多 147.9 2,480 63.1
九州 博多～新八代 151.3 2,480 63.1
東北 上野～那須塩原 154.2 2,590 65.9
上越 上野～上毛高原 148.0 2,590 65.9
北陸 高崎～飯山 147.3 2,590 65.9
北陸 長野～宇奈月温泉 135.7 3,560 90.6

























28 ～ 30 年度の事業報酬の平年度平均は 2.65
億円と記載されているが、JR 北海道の資本



























































































運賃収入 62 3,787 3,897 4,010 11,694 3,898
料金収入 110 6,701 6,895 7,095 20,691 6,897
運輸雑収 6 341 343 344 1,028 343
収入計（A） 178 10,829 11,135 11,449 33,413 11,138
人件費 59 3,576 3,576 3,576 10,728 3,576
経費 129 7,818 7,865 7,912 23,595 7,865
貸付料 6 450 1,180 1,097 2,727 909
減価償却費 302 3,871 3,228 2,698 9,797 3,266
諸税 0 16 147 122 285 95
事業報酬 0 294 265 235 794 265
支出計（B） 496 16,025 16,261 15,640 47,926 15,976
差引損益
（A－B）
-318 -5,196 -5,126 -4,191 -14,513 -4,838
収支率
















































































1 留萌線 留萌～増毛 16.7 39 227 4,554（4,161）
2 札沼線 北海道医療大学～新十津川 47.6 81 332 2,162（1,909）
3 根室線 富良野～新得 81.7 155 892 1,591（1,430）
4 留萌線 深川～留萌 50.1 177 647 1,508（1,316）
5 石勝線 新夕張～夕張 16.1 117 182 1,421（1,247）
6 日高線 苫小牧～様似 146.5 298 1,544 1,179（1,022）
7 室蘭線 沼ノ端～岩見沢 67.0 516 1,130 1,011 （896）
8 根室線 滝川～富良野 54.6 460 1,028 953 （827）
9 宗谷線 名寄～稚内 183.2 405 2,544 622 （543）
10 釧網線 東釧路～網走 166.2 466 1,652 594 （520）
11 函館線 長万部～小樽 140.2 675 2,067 570 （499）
12 根室線 釧路～根室 135.4 436 1,000 505 （441）
13 室蘭線 室蘭～東室蘭 7.0 1,342 313 445 （385）
14 富良野線 富良野～旭川 54.8 1,406 898 366 （319）
15 宗谷線 旭川～名寄 76.2 1,512 1,919 365 （314）
16 石北線 上川～網走 189.1 1,051 2,907 327 （284）
17 江差線 木古内～江差 42.1 618 57 314 （292）
18 石北線 新旭川～上川 44.9 1,489 673 273 （239）
19 江差線 五稜郭～木古内 37.8 4,377 1,864 248 （217）
20 根室線 帯広～釧路 128.3 2,259 3,234 246 （212）
21 函館線 函館～長万部 147.6 3,765 4,281 194 （167）
22 室蘭線 東室蘭～苫小牧 58.0 7,736 1,656 153 （132）
23 函館線 岩見沢～旭川 96.2 9,320 2,517 143 （124）
24 室蘭線 長万部～東室蘭 77.2 5,022 997 135 （118）
25 石勝・根室線 南千歳～帯広 176.2 4,270 1,929 130 （113）
26 海峡線 木古内～中小国 87.8 3,851 883 126 （110）
27
札沼線 桑園～北海道医療大学 28.9 16,873
2,662 107 （91）
函館線 札幌～岩見沢 40.6 43,025
千歳・室蘭線 白石～苫小牧 68.0 43,433
函館線 小樽～札幌 33.8 44,099









































東京～新函館北斗 17,010円 25％ 22,690円 5,680円
仙台～新函館北斗 12,110円 30％ 17,310円 5,200円
盛岡～新函館北斗 8,360円 35％ 12,880円 4,520円
新青森～新函館北斗 4,350円 40％ 7,260円 2,910円
② 北海道ネットきっぷ・
 えきねっとトクだ値
東京～新函館北斗 21,550円 5％ 22,690円 1,140円
仙台～新函館北斗 15,560円 10％ 17,310円 1,750円
盛岡～新函館北斗 10,940円 15％ 12,880円 1,940円
新青森～新函館北斗 5,800円 20％ 7,260円 1,460円
③ スーパーモバイル
 Suica特急券
東京～新函館北斗 15,460円 31％ 22,690円 7,230円
仙台～新函館北斗 11,490円 33％ 17,310円 5,820円
④ モバイルSuica特急券
東京～新函館北斗 20,630円 9％ 22,690円 2,060円
仙台～新函館北斗 16,430円 5％ 17,310円 880円
盛岡～新函館北斗 12,360円 4％ 12,880円 520円


























































運賃・料金 15,820円 17,370円 13,510円**
所要時間*** 4時間30分 4時間30分 2時間28分
（出典）JR 北海道・JR 東日本公表資料および ANA ホームページに基づき大塚作成。
　* 新宿～羽田空港間は JR 線 + 京急線（現金運賃）、函館空港～函館駅間はリムジンバス利用で計算している。
　** 航空運賃は予約時期によって変動がある。





























































































































































（出典）大塚［2013］、145 頁の図 5-3 を一部修正の上、引用。
図2 イールドマネジメント(YM)実施による北海道新幹線増収の実現（私案）






























































































































































































































1 2015 年 12 月 9 日、JR 北海道は「北海道新幹線
の収支想定」を発表した。収入 111 億円に対して、
支出 160 億円（内訳：通常の新幹線運営費用 80
億円、北海道新幹線固有のコスト 34 億円、貸付
料 9 億円、減価償却費 33 億円、諸税 1 億円、事
業報酬 3 億円）、差引損益 -48 億円となっている
（四捨五入の関係で差引損益は収入から支出を控
除した額と一致しない）。
2 『日本経済新聞』2016 年 3 月 29 日付朝刊。
3 Kimes［2000］, p.4.

















7 「JR 四国の観光列車『伊予灘ものがたり』快走 






9 Fennnel. D.A.［2015］, p.4.
10  DBJ 北海道支店地域企画部［2014］。
11 Jeffs［2008］, pp.83-84.
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Problems about Utilization of the Hokkaido Shinkansen
for Torism Promotion of the Southern Hokkaido and the Aomori Areas
Ryoji OTSUKA
【abstract】
The most expensive limited express charges of the Hokkaido Shinkansen was approved under rate-of-
return regulation. But these expensive limited express charges disturb travelling of people and regional activation. 
JR Hokkaido must sell discount ticket and make a plan of making reasonable tour tickets and attractive travel 
products. JR Hokkaido and other JR companies make a strategic alliance and must sell discount tickets of the 
Hokkaido Shinkansen at the nationwide JR stations and operate the overnight sleeping trains and the sightseeing 
trains, jointly. For torism promotion, JR group and the local governments along the Hokkaido Shinkansen need 
to work together, and make a public relation of the tourism attractions of the Southern Hokkaido and the Aomori 
areas, widely. We hope for Japanese government to design institutions of assisting JR Hokkaido. These institutions 
lead improving reliance of the Hokkaido Shinkansen and torism promotion of the Southern Hokkaido and the 
Aomori areas.
【key words】
rate-of-return regulation,  limited express charge,  discount ticket
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